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「
伝
統
を
踏
ま
え
、
世
界

に
通
じ
る
新
し
い
書
を
創
造

す
る
」
と
い
う
理
念
を
持
つ

独
立
書
人
団
は
、
書
を
世
界

に
広
め
、
専
修
大
学
元
文
学

部
教
授
で
も
あ
っ
た
手
島
右


氏
が
創
設
者
。

師
が
手
島
氏
で
あ
る
仲
川

教
授
は
同
じ
く
世
界
を
舞
台

に
活
躍
し
現
在
、
独
立
書
人

団
副
理
事
長
を
務
め
る
。
だ

が
、
こ
れ
ま
で
専
大
生
の
出

品
は
少
な
か
っ
た
。

「
審
査
は
一
般
の
出
品
者

に
交
じ
っ
て
行
わ
れ
る
た
め

に
厳
し
く
、
学
生
の
私
た
ち

に
と
っ
て
は
敷
居
が
高
い
書

展
」（
内
村
さ
ん
）と
い
う
。

し
か
し
「
い
つ
か
は
出
品
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
。
卒
業

を
控
え
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と

思
い
ま
し
た
」
と
井
坪
さ
ん

は
話
す
。

そ
の
井
坪
さ
ん
が
、
見
事お

う

特
選
に
輝
い
た
作
品
は
、
王

ぎ

し

羲
之
の
作
品
を
臨
書
し
た
光

明
皇
后
の
「
楽
毅
論
」
。
奈

良
で
本
物
を
じ
っ
く
り
鑑
賞

し
、
練
習
を
重
ね
た
。
そ
の

か

い

甲
斐
あ
っ
て
、
昨
年
の
第
１４

回
全
日
本
高
校
・
大
学
書
道

展
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
時

り
ん

に
比
べ
「
線
が
凛
と
し
て
き

た
。
高
揚
感
と
感
動
が
表
現

さ
れ
、
格
段
に
格
調
高
く
な

っ
た
」
と
仲
川
教
授
。

秀
作
賞
の
内
村
さ
ん
の
作

ち
ょ

す
い

り
ょ
う

品
は
、
褚
遂

良
の
「
枯
樹

賦
」
。
「
力
強
い
筆
致
が
好

き
」
と
い
う
内
村
さ
ん
だ

が
、
行
書
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
。
「
た
だ
字
を
並
べ
て
い

た
だ
け
の
以
前
に
比
べ
、
字

と
字
の
間
に
気
脈
が
つ
な
が

っ
て
き
た
」
と
仲
川
教
授
は

評
す
る
。

独
立
書
人
団
評
議
員
で
あ

る
柿
沼
翠
流
さ
ん
を
師
匠
と

す
る
河
瀬
さ
ん
は
「
柿
沼
先

生
に
勧
め
ら
れ
」
今
回
で
７

回
目
の
出
品
。
の
び
の
び
と

書
い
た
創
作
「
す
べ
て
は
光

る
」（
坂
村
真
民
・
詩
）
は
詩

心
あ
ふ
れ
、
初
の
準
特
選
に

選
ば
れ
た
。
「
好
き
な
言
葉

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
ら
れ

る
書
は
楽
し
い
」
と
笑
顔
で

話
す
。

１
月
９
日
、
国
立
新
美
術

館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、

３
人
は
仲
川
教
授
か
ら
直
接

表
彰
を
受
け
た
。

３
人
と
も
独
立
書
人
団
の

会
員
に
な
る
の
が
夢
だ
。

井
坪
さ
ん
は
「
仲
川
先
生

が
活
躍
す
る
舞
台
に
上
が
る

こ
と
が
で
き
た
ら
う
れ
し

い
。
さ
ら
に
鍛
錬
を
重
ね
、

い
つ
か
き
っ
と
」
と
目
を
輝

か
せ
た
。

１
月
に
東
京
都
港
区
の
国
立
新
美
術
館
で
開
か
れ
た

第
５８
回
独
立
書
展
（
独
立
書
人
団
主
催
、
文
化
庁
な
ど

後
援
）
で
、
書
道
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
３
人
が
入
賞
し

た
。
井
坪
大
喜
さ
ん（
経
済
４
）が
特
選
、
河
瀬
雄
太
郎

さ
ん（
商
３
）は
準
特
選
、
内
村
朋
美
さ
ん（
文
４
）が
秀

作
賞
。

専
大
生
の
特
選
入
選
は
２８
年
ぶ
り
の
快
挙
。
同
研
究

会
の
顧
問
の
仲
川
恭
司
文
学
部
教
授
は
、
「
書
の
上
達

は
、
ま
ず
練
習
を
重
ね
る
こ
と
、
そ
し
て
書
が
好
き
で

あ
る
こ
と
が
と
り
わ
け
大
切
。
３
人
の
作
品
に
は
そ
の

姿
勢
が
表
れ
て
い
る
」
と
称
え
た
。

学
生
生
活
の
活
性
化
の
た

め
、
創
造
的
な
取
り
組
み
や
努

力
の
成
果
を
表
彰
す
る
第
１０
回

育
友
会
奨
励
賞
が
決
ま
り
、
１２

月
１２
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度

は
、
公
認
会
計
士
試
験

に
現
役
合
格
し
た
六
車

明
紘
さ
ん
（
商
４
∥
１

月
号
既
報
）
が
奨
励
賞

特
別
賞
を
受
賞
し
た
ほ

か
、
８
組
が
奨
励
賞
を

受
賞
。
菅
沼
堅
吾
会
長

か
ら
賞
状
な
ど
が
授
与

さ
れ
た
。
受
賞
者
と
主

題
（
テ
ー
マ
）
は
次
の

と
お
り
。

【
奨
励
賞
】
∥
敬
称
略

▼
大
倉
直
也（
経
済
３
）∥
第
２３

回
高
橋
亀
吉
記
念
賞
最
年
少
受

賞
（
東
洋
経
済
新
報
社
主
催
）

「
Ｍ
＆
Ａ
時
代
の
幕
開
け
―
日

本
企
業
は
如
何
に
行
動
す
べ
き

か
」

▼
経
済
学
部
・
永
江
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
∥「
渋
沢
杯
へ
の
挑
戦
」

▼
鈴
木
俊
良
（
経
済
２
）
∥
「
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
回
収
活
動
―
大

学
生
に
で
き
る
国
際
協
力
の
形
」

▼
大
和
久
麻
貴（
商
２
）・
山
口

翔
子
（
経
済
３
）
・
深
井
里
菜

（
同
）・
黒
木
愛（
法
３
）・
内
山

朋
美（
商
４
）∥
「
日
越
の
架
け

橋
と
し
て
～
日
本
文
化
を
伝

え
、
ベ
ト
ナ
ム
を
知
る
～
」

▼
石
井
新
菜（
文
３
）∥
「
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
と
発
展
に
貢
献
―

大
学
か
ら
現
場
へ
―
」

▼
体
育
会
女
子
テ
ニ
ス
部
∥

「
平
成
２１
年
度
全
日
本
大
学
対

抗
テ
ニ
ス
王
座
決
定
試
合
出
場

ま
で
の
軌
跡
―
関
東
リ
ー
グ
１

部
準
優
勝
―
」

▼
特
別
展
学
部
生
ス
タ
ッ
フ
∥

「
４
月
の
特
別
展
示
の
活
動
記

録
及
び
１１
月
の
特
別
展
に
向
け

て
の
活
動
報
告
」

▼
体
育
会
情
宣
局
「
専
大
ス
ポ

ー
ツ
」編
集
部
∥「
専S

a
t
i
o
n

」

◇
詳
細
は
２
月
発
行
『
育
友
』

に
掲
載
。

公
認
会
計
士
試
験
現
役
合

格
を
目
指
す
勉
学
団
体
・
計

修
会
（
専
修
大
学
公
認
会
計

士
試
験
研
究
室
）
の
合
格
者

祝
賀
会
が
１２
月
１９
日
、
東
京

都
千
代
田
区
の
「
ダ
イ
ニ
ン

グ
カ
フ
ェ
・
エ
ス
ペ
リ
ア
」

で
開
か
れ
た
∥
写
真
。
今
年

度
は
商
学
部
４
年
次
の
篠
原

佑
介
さ
ん
、
塚
田
純
平
さ
ん

が
難
関
を
突
破
（
１
月
号
既

報
）
。
内
野
明
商
学
部
長
、

同
会
室
長
の
佐
々
木
重
人
教

授
、小
島
崇
弘
教
授
、エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
会

計
士
講
座
で
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
大
原
簿
記
学
校
の
平

澤
哲
氏
ら
か
ら
祝
福
を
受
け

た
。
２
人
は
抱
負
を
述
べ
、

後
輩
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
と

激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。

２
０
０
９
年
度
公
認
会
計

士
試
格
で
本
学
卒
業
生
２
人

の
合
格
が
新
た
に
確
認
さ

れ
、
合
格
者
は
在
学
生
７

人
、
卒
業
生
７
人
の
合
計
１４

人
と
な
っ
た
。
判
明
し
た
卒

業
生
は
次
の
と
お
り
。

鈴
木

希
さ
ん
（
平
１８
商
・

福
島
県
若
松
商
業
高
校
）

平
井

孝
道
さ
ん
（
平
１０
経

済
・
専
修
大
学
玉
名
高

校
）

２
０
０
９
年
度
高
大
連
携
聴
講
生
の

修
了
式
が
１
月
２３
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
∥
写
真
。

砂
原
由
和
高
大
連
携
連
絡
協
議
会
座

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
授
業
担
当
教

員
か
ら
参
加
し
た
聴
講
生
１６
人
の
う
ち

当
日
参
加
し
た
１４
人
の
生
徒
に
修
了
証

書
を
交
付
、
聴
講
生
全
員
が
感
想
を
述

べ
た
あ
と
、
授
業
担
当
教
員
か
ら
の
講

評
と
、
聴
講
生
を
支
援
し
て
き
た
本
学

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
７
人
の
う
ち
当
日
参

加
し
た
５
人
が
感
想
を
語
り
、
最
後
に

５
高
校
の
校
長
ら
関
係
者
か
ら
お
礼
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
閉
会
し
た
。

専
修
大
学
軟
式
野
球
愛
好
会
キ
ャ
ン
サ
ー
ズ
の
創
設

３０
周
年
記
念
祝
賀
会
が
１
月
３０
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
、
現
役
学
生
、
Ｏ
Ｂ
ら
約
６０
人
が
出
席
し
た

∥
写
真
。

田
村
裕
二
顧
問
の
司
会
進
行
、
実
行
委
員
長
の
浦
野

健
介
さ
ん
（
経
済
４
）
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
山
口
裕

之
副
実
行
委
員
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
現
役
・
Ｏ
Ｂ
の

自
己
紹
介
も
行
わ
れ
和
や
か
に
歓
談
、
今
後
の
発
展
を

誓
っ
た
。

㈱
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
取

締
役
、
中
部
地
区
本
部
長
兼

名
古
屋
支
社
長
の
高
市
さ
ん

が
、
数
千
社
に
及
ぶ
信
用
調

査
業
務
で
得
た
長
年
の
経
験

を
基
に
出
版
し
た
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
解
説

書
。金

融
危
機
関
係
の
書
籍
は

数
多
く
出
版
さ
れ

て
い
る
が
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
ジ
メ
ン
ト
の
理
論

展
開
に
よ
る
取
引
・
信
用
リ

ス
ク
を
中
心
と
し
た
も
の
は

少
な
い
。
本
書

は
、
中
小
企
業
経

営
者
や
一
般
社
会

人
が
理
解
で
き
る

よ
う
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識
、

取
引
・
信
用
リ
ス
ク
な
ど
、

項
目
的
に
整
理
し
簡
素
か
つ

体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
（
中
央
経
済
社
・
本
体

２
４
０
０
円
＋
税
）

日

時
∥
３
月
２２
日
（
月
）
午
後
１
時
３０
分
（
予
定
）

会

場
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
階
広
場
（
雨
天
時
は
地

下
１
階
学
生
ホ
ー
ル
）

〈
旭
川
支
部
総
会
〉

▽
２
月
１３
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
旭
川
市
「
ホ
テ
ル
ク
レ

ッ
セ
ン
ト
旭
川
」
２
Ｆ

阿

部
尚
夫
氏
☎
０
１
６

６

（
５４
）
１
０
４
３

〈
和
歌
山
県
紀
北
支
部
総
会
〉

▽
２
月
１９
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
和
歌
山
市
「
ダ
イ

ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
和
歌

山
」
４
Ｆ
・
プ
レ
ジ
ー
ル


辻
本
圭
三
氏
☎
０
７
３
（
４

３
２
）
１
２
０
１

〈
３
３
会
総
会
〉

▽
３
月
７
日
（
日
）
１８
時
開

会
▽
箱
根
湯
本
温
泉
「
吉

池
」

今
福
義
幸
氏
☎
０３

（
３
２
６
９
）
１
４
３
５

●
新
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

サ
ー
ビ
ス
∥
３
月
１
日
開
始

（
１
月
号
既
報
。
詳
細
は
校

友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
）


ニ
ュ
ー
ス
専
修
年
間
購
読
の
ご
案
内


ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１０
年
度
（
１０
年
４
月
か

ら
１
年
間
）
の
年
間
購
読
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
購
読
料
は

１
０
０
０
円
（
郵
送
料
含
む
）
で
す
。

＊
育
友
会
員
お
よ
び
年
会
費
納
入
済
み
の
校
友
会
員
の
方
は
お

手
続
き
は
不
要
で
す
。

＊
本
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
る
方
に
は
、
１
年
間
校
友
会
か
ら
送

付
し
ま
す
。

＊
４
年
次
以
上
の
ご
父
母
に
は
払
込
取
扱
票
を
同
封
い
た
し
ま

し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
】

〒
１
０
１
―
８
４
２
５
（
専
用
郵
便
番
号
）
専
修
大
学
広
報
課

☎
０３
（
３
２
６
５
）
５
８
１
９

e
‐
m
a
i
l
k
o
h
o
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h
u
‐
u
.
a
c
.
j
p

書
道
研
究
会
３
人
が
入
賞

リ
ス
ク
の
把
握
・
評
価
・
対
応
の
実
務

高
市

幸
男
（
昭
５２
商
）
著

努
力
の
成
果
を
表
彰

☆公認会計士試験に現役合格☆

河瀬さん・準特選 内村さん・秀作賞

▲ 左から内村さん、井坪さん、仲川教授、河瀬さん

▲ 表彰された学生のみなさん

（前列右が菅沼育友会長、左

端は庄菊博主任教授）

新新
校校
友友
歓歓
迎迎
祝祝
賀賀
会会

校
友
会
主
催

「
計
修
会
」合
格
者
祝
賀
会

高大連携聴講生修了式

公
認
会
計
士
試
験

合
格
者
１４
人
に

卒
業
生
２
人
の
合
格
確
認

▲ 河瀬さんの作品

「すべては光る」

▶

井
坪
さ
ん
の
作
品
「
楽
毅
論
」

▶

内
村
さ
ん
の
作
品
「
枯
樹
賦
」

（４）２０１０年（平成２２年）２月５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７３号


